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【目的】
不妊治療の進歩普及に伴って多胎児の出生数及び出生割合は増加している。これに伴い、多胎児ことに双子の卵性別出生割合が変化し、卵性別に周産期死亡動向も変わってきていることが想像される。これを検証するために、昭和50年から平成11年までの人口動態調査票磁気テープを用いて、我が国の双子の出生と周産期死亡の動向を観察した。

【方法】
厚生労働省統計情報部の許可を得て、人口動態調査票出生、乳児死亡、死産に関する磁気情報を使用した。このデータファイルには双子の組がばらばらに登録されているため、市町村、出生月、父母の年齢が同一のものを双子の組と判断して、双子の組としてのデータベースに組み替えた。

Weinbergの方法を用い、さらに日本では自然妊娠において双子の卵性の割合が１卵性：２卵性＝２：１であると仮定し、１卵性双子、自然妊娠の２卵性双子、生殖医療による２卵性双子のそれぞれの年次推移を推計した。

周産期死亡率は妊娠22週以降の死産数と出生後7日未満の死亡数を加したものを、妊娠22週以降の死産数と出生数を足したもので除し、1,000を乗じたものとした。

【結果と考察】
生殖医療による２卵性双子の割合は、1984年頃から増加し始め、1999年には31.1%と推計された。

周産期死亡率が同性の双子の方が異性の双子より高い事はよく知られている。1984年まで２者は平行線をたどって減少していたが、それ以降、２卵性双子の周産期死亡率の減少の速さが低下し、両者の差が縮まってきている。その傾向は1995年以降さらに明瞭になっている。

周産期死亡率(1990年～1999年)は双子全体で出産1000に対して36.8、出産体重2.5kg~3.0kg、妊娠期間36~39週の場合出産1000対3.9で、いろいろな出産体重と妊娠期間の組み合わせの中で最低であった。理想的な妊娠期間と出産体重の組み合わせの場合、周産期死亡率は全体の場合に比べて10.6％にまで低下し、90％近い周産期死亡率の軽減が望めることがわかった。また、早産低出生体重の場合、同じ妊娠期間と出生体重なら、双子の方が単胎より周産期死亡率が低い事が分かった。

双子（1995年～1999年出産）の体重差を大きい体重から小さい体重をひいて100をかけた％とすると、体重差が15％を超えると、体重差が大きくなるほど双子の周産期死亡率が高くなってゆくことが分かった。生産－生産ペアの場合、体重差が25％以下のものは全体の９割を占めた。どちらかが死産の場合は両方生産の場合に比べて体重差が大きく、片方が死産の場合は両方が死産の場合よりも体重差が大きかった。

